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寄　稿

んが、実は、規模が大きくなるにつれ、達成

するのが難しい課題なのです。

大規模農場においてこれらを実現するため

には、栽培担当者（収量と品質に責任を持つ者）

を明確にする組織作りと、そこから発信され

る情報を現場作業員へ素早く周知徹底する仕

組みが必要となります。また逆に、現場で起

きている情報を栽培担当者と素早く共有する

仕組みも必要となります。ここにおいては、

Z-GISのような営農管理システムによって情報

を記録したり、SNSを活用して、情報共有す

ることが有効だと思います。より大規模な場

合は、得られた様々な情報を基に適切な判断

を下すことそのものが、栽培担当者にとって

大きな負担となってきます。ここにおいては、

xarvio（ザルビオ）のような収集された情報を予

測に繋
つな

げる栽培管理支援システムを活用する

ことが有効だと思います。

このように、技術革新による個別作業の省

力化・効率化（＝スマート化）、そしてそれらを

利用した新しい農場経営手法、いわば農場経

営DX（デジタルトランスフォーメーション）が大

規模農場における収量と品質の安定確保に役

立つことは間違いありません。

ところが（ここが重要なのですが）、スマート

化だけでは足りません。これら技術革新の恩

恵を使いこなすための「仕組み」と、それを

動かす「人の力」が備わってこそ、本質的な

実現へと繋がるのです。これはどういうこと

か、少しお話します。

私が農外から就農したのは2005年12月です。

そのきっかけは、当時スキー場勤務（パトロー

ル業務）をしていた時の、ある農業者の一言で

した。「農家はみんな年寄ばっかり。これから

どんどん辞めていくから、今からやれば、将

来ばかでっかくなるぞぉ～」。

あの一言から早くも18年が経ちました。私

たちは現在180haの規模となり、新潟県でも大

規模な経営体となりました。この先も拡大が

進み、あの一言がいよいよ現実となりそうで

す。理由は「高齢化による離農」です。農林

水産省の調べでは、21年の基幹的農業従事者

の平均年齢は67.9歳。一般企業であればとっ

くに定年退職している年齢です。そしてなん

と、この70％を65歳以上が占めています。こ

の65歳以上の方々が今後順次離農されていく

ことは明白で、残った農業者に、より多くの

農地が集まることになるでしょう。現在農地

の受け手と考えられている集落営農法人も、

もし後継者がいないのならば、むしろ「潜在

的な出し手」なのかも知れません。

これらを総合すると、今後、私たちのよう

な規模の農場は全国どこにでも出現し、かつ

て経験したことのない規模の経営をせざるを

得なくなると想定されます。

では、そんな大規模農場経営には何が必要

になるのでしょうか？

それは何と言っても、「収量と品質を安定的

に高く維持すること」です。これはどんな経

営規模でも当たり前と思われるかも知れませ
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「収量と品質を安定的に高く維持する」ため

には、まず栽培計画を立案し、それに基づい

て栽培を行います。その時、様々な作業を記

録すると共に生育調査を実施します。収穫時

には収量や等級を記録し、生育調査の結果と

合わせ分析し、当初の計画とも比較し、当該

年の栽培を評価します。そしてそこでの気づ

きを次の栽培に活かします。これが「仕組み」

です。作業の記録、生育調査による情報収集

とその記録、収穫時の情報収集とその記録、

こういったことは技術革新のお陰ではるかに

省力・効率的に行えるようになりました。し

かし、これらが手段の目的化に陥らず、目的

達成のための優れた手段となり得るのは、こ

の「仕組み」があってこそ、なのです。

とはいえ、このような「仕組み」だけでも、

うまく行きません。この「仕組み」を習得し、

周囲と連携し、使いこなせる「人の力」が不

可欠です。ところが、これが難しいのです。な

ぜなら、規模が大きくなると以心伝心の家族

だけでは回せなくなり、他人（農業の経験のあ

る方とも限りません）を雇用する必要があるか

らです。つまり、人材を採用し、「仕組み」を

使いこなせるようにしっかりと社内で育成し

ていくことが重要になるのです。特に、農場

にどのような人材（管理者？作業者？）が必要な

のかを明確にした上で採用を行い、それぞれ

に合わせた育成を行うことが必要になります。

以上が「仕組み」と「人の力」のお話です

が、これらの大本には最も大事なことがあり

ます。それは、農場として「どうなりたいか」

「どうあるべきか」という「将来の姿（＝ビジ

ョン）」を描くことです。まとめると、農場と

してありたい「ビジョン」を目指し、そのた

めに必要な「仕組み」を作り、その「仕組み」

を「人の力」が使いこなしていくこと、これ

が、大規模農場経営に必要なのです。

ここでもう一つ忘れてはならないのは、大

規模農場経営はステークホルダー（特に地域の

方々や金融機関の方々）のご理解とご支援を頂

かないと成り立たない、ということです。「大

規模農場の良し悪しを評価するのは難しい」

とよく言われます。「ビジョン」「仕組み」「人

の力」の内容を、決算書類だけから読み解く

のが難しいからです。例えば、黒字を出して

いる農場が持続的な農場とは限りません。な

ぜなら、水稲のような薄利な事業の場合、規

模拡大を見据え、将来にわたり「仕組み」を

担う「人の力」の育成に先行投資した場合、

数年間利益が出ない（米価によっては赤字とな

る）ことも十分起こり得るためです。逆にその

ような先行投資をしていないので黒字である

こともあり得ます。従って、農場の現状をし

っかりと伝え、正しくご理解頂くことが必要

なのです。

さて、長々お話してきましたが、私たちは、

ゼロから少しずつ規模を拡大して今に至りま

した。その過程で、数多くの課題に直面し、

試行錯誤し、そこから答えを見つけ、また課

題に直面し、を繰り返してきました（今も繰り

返しています！）。そんな私たちだからこそ、

との想いで、この経験や知見を体系化し、大

規模農場経営に挑戦されている農業者の皆さ

まの支援に取り組んでいます（グループ会社

「株式会社穂海耕研」を昨年10月設立）。本稿を

読んでくださった方々を始め、農業に関わる

皆さまとともに、そのような農業者の皆さま

のお力になることが、わが国の水稲農業の明

るい未来に繋がると信じています。
（まるた　ひろし）
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